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含稀元素鑛物の研究1其の九）
満洲國奉天省海域縣邦石隻村下河魚溝慶褐簾石

　　　　　　　　　　（昭…・≡口19勾玉9月20日窒…そ漬）

　　　　　　　　田久保實太郎

　　　　　　　　繁　澤・　和　夫・

　本鎖物の産地たる浦洲國奉天省海域縣邦石鑑村下河魚溝は連点線廿泉握躍から直距離

東南約8桁，又海城の東北約15桁の地鶉に位してみる。この附近は虞く花開片麻砦分布

し，その中に数多のペグマタイトが1／ンズ秩をなして胚胎してみる。

　本鎖物を随伴するペグマタイトは袷も下河魚溝の東方約1桁の所に在って標高約20米

の小丘上に冒串し空として長石，石英から成り婁母は英の量極めて少くかつて窯業原料

として長石を採掘してみた所である。鰭件鏡物として禰廃石の外ユークセン石，ジルコ

ン等の稀元素鎖物を件ふ。試料に供した禰廃石は長さ約15薦径約5楓の圓桂秩の亘理で

重量10語に達し，．表面は褐色の風化生成による皮穀物で厚さ凡そ5粍程度蔽はれてゐる。

恐く元々亘大な柱状の結晶艘であったものと想定されるが風化分解し今では結晶繭の制

定は出來ない。斯様に英の表面は風化果成物を被ってゐるが，内部の新鮮な部分と思は

れるものは黒色で樹脂光澤があって普通の褐廃石と外見上饗らない。硬皮5乃至6で，

特に新鮮な部分のみを採取して適當の粒に確さ比重壕法に依り，比重を測定した結果は

次の値を軌　　・（2呈1）一・…

化　口分　析

　比重渥法に用ひた試料を細粉にしO．8924瓦に就て次の方法で化學分析を試みた。

　試料を監酸（1：1）で塵理し，重湯煎上で蒸鍍分解せしむ。之に監酸を注加し蒸鐘を数

日繰返し，最僕に蒸襲乾澗して盟酸及水で抽出し，識過し，残澤は稀盟酸で洗濯し，残

澤は灼熱砕量後発酸及ぴ硫酸で塵理し，再び蒸謹乾洞後灼熱秤量しその減量からS10。

を定量レた。此の時の褒澤は童硫酸加里で熔融し，硫酸で抽出して，試料の監酸塵理に

よる識液に合せ，次の操作に供した。勘ち該識液に堕化アンモニウム及びアンモ目アを

川へて鐵，アルミニウム，チタン，トリウム及び稀土類元素を水酸化物として沈澱せし

め，マンガン，ガルシエーム及ぴマグネシュロムと分讐す。沈撮は硝酸で溶僻し，アン

モニアで略々中性にしたる後移酸を加ヘドリウム及び稀土元素を穆酸監として沈澱せし
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めた。沈澱は漉別後灼熱して酸化物となし，硝酸に溶解して溶液を蒸嚢乾洞せしめ，残

澤を1O％硝酸ア：／モニウムに抽出し，トリウムを過酸化水素法に依り分離漏過し濾液か

らセリウムを臭素加里法に俵て分離定量し，衙その残液からは硫酸カロ里法に依てセリウ

ム族及ぴトットリウム族元素の分離定量を打つだ。盟化アンモニウム及びアンモ。ニア沈

澱の漏液からは，普通の方法でMn0，Ca0，及ぴMgO・を分離定量し，トリウム及稀土

元素の穫酸堕沈澱の繍液は硫酸及び硝酸で穆酸を分解後，炭酸ア：／毛ニウム及び硫化ア

ンモ昌ウムに依り鐵，アルミニューム及チクソの水酸化物の沈澱を作りて各々を分離定

量し漬液からはウランを定量した。猶チタンは比色法に俵て定量した。

　更に別に，試料をO．5433瓦探り，白金塙蝸中で硫酸及び弗化水素により分解し，過マ

ンガン酸加里溶液の滴定法に依りFeOを定量した。

猶分析に兜立ち分析試料を96．Cの乾燥器中に約2時間放置し，その時の減量をH，q‘一）

とし，更に別に試料O．4900瓦を取り，ペンフイ■ルド法に依り全水分を定量した。

　以上の方法に依って得た分析の結果を示せば第1表の通りである。猶比較の爲，満洲

國三豊溝産及ぴ本邦産中京都市修學院産及繭島縣針道産に就て報告せられた分析の結果

をも併記した。

　　　　　　　　　　　　　　　算　　　1　　表

I 1 ・1 v
CoO 14．55 1i．93 1O．89 11．61

MgO 0．75 O．80 O．80 O．18

M1n0 O．20 2．49 1．18 0．60

FeO 6．88 ｝・… 1O．14 11．23

F0203 9，84 2．55 4．31

A120割 17．68 17．20 17．47 14．55

C820莚 4．26 4．22 1O．30

厳族 4．0110．34 3．90 9．9620．90 20．49

Y族 2、㎝ 2，95 0．64

Th02 4．89 3．58 1．83 I．58

SiO， 31．49 32．35 31．86 31．36

U舌Oo 0．15 O．OO Su020・47
S・020・54
O．00

H．O納 3．34 1．60 1．47 1．93

H20一〕 O．40 0．30 K800．08
N・200・06

0．12

合　　計 1OO．80 1OO．11 1OO．86 99．O1

満洲國奉天省海域縣邦石鑑村下河魚溝産

　”　　”　　”　　”　　山城子産（田久保）
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□　京都市修學院花開岩中副成分として存在す（田久保）

w　祠島縣安達郡針道村針道産（畑晋博士）

化塵成分上の榊最

　第1表中に見る様に本鑛吻の化學成分は從來報告せられた日本各地の褐廃石の化學成

分に比較して著しい特徴が氣付かれる。帥ち本鎖物は稀土類元素の合有量少く，從って叉

欝然の結果としてFe里O。，A一。O。，Ca0，ThO，の含有量が可成著大な数値を示すことで

ある。先っ稀土類成分の分析値を日本各地産の分析値に比較するために表示すれば第2

表の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　寛　　　2　　表

　　　　　　　満洲國海域懸　　満洲國海域廓産　　　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市修學院　　幅I島籍針道
　　　　　　　下河魚溝　　山　城　子

様土類合有量 1O．拠％ 11．07％ 20．90％ 20．49％

産　　　地　朝鮮威鏡北道蓬洞朝鮮黄海道安岳　丞竣践彼方村　　滋賀服比良谷

稀土類合有量 2I．16％ 17．41％ 22．町％ 13．54％

　第2表に見る様に本邦各地産の稀土含有量は滋賀縣比良谷産を除外して勝20％内外で・

あって満洲國産の1O～11％に比較して英の差著しく大である。唯本邦産中滋賀縣比良

谷産のものは梢ミ之に近い値を示してみる。更に（FeO＋Fe．0，〕A一。O，，CaO，の合有量

に就て比較して見ると，稀土元素の合有量の小なる欝然の結果として第3表に示される

様に本鎖物に於ではその値が大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　寛　　　5　　衰

産地 満洲國海城廓　　満洲國海　蟻
成分 下河魚津　　山　城　子

京部市修事院 縮島焼針遣

（F・0＋Fe20語） 16．72％ 18．67％ 12．69％ 15．54％

A1ρ霊 17．68 17抑 17．47 ユ4．55

Ca0 14．55 11．93 1O．89 11．61

計 48．95％ 47．60％ 41．05％ 41．70％

愛媛縣彼方 滋賀服比良谷 鮮鏡北道
達　利　洞

朝鮮貴海道妾岳

（腕〇十Foρ。） 15．05％ 26．48％ 15．48％ 18．87％

A1203 15，45 15，99 15．67 16．16

C且O 8．82 9．32 10．60 10．83

計 39．32％ 51．79％ 41．75％ 45．86％
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　即ち日本産のものは（FeO＋晦O“，Al．0，CaO成分の合有量の和が児ぞ坦ん41％で

あるが，これに封し蒲洲産は47～48％の大値を示．し比良谷産のらのほ静近的にこれに近

似す。

化夢組成

　本鎮物の化學組成を決定するために，前記の分析値から，各成分の分子比を計算した一。

此の際Ce族称土類元素ρ平均原子量をCe族称土Iハ，Pr，Ce，一Nd，Sm，卵の原子量

の不均値1理を採用し，Y族称士及びU・0・は合有量少なく，化學組成を決定するに鐵

しては大きな影響を及ぼさないために之れを無税した。各成分の分子比は次の通りであ

る。

リニ便榊：

　3）　囚　　便　　元　素　R－70，：ThO，・・…・…………・・・…0・0185

4）旧慣の酸基元素 @㌶lll’II．．膿1・・棚・

　5）合水量　　H．0＋）・・・・・・・・・・・・・・…一〇．1956

　今TbO。分及Si0分の分子比は

TbOパSO，＝1：1を示すThSiO．T㎞証eとしての存在を假定して除外した。英の外

の成分印ちRn0，RI1I，O、，」 撃ri，Ti〕0，及びHO，の分子比に就て比較すれば次の結果と

底る。

　　　　Ru0：R㎜20，：｛斗Ti）02：H20

　　　　＝O．3767：・0．2598：0．5194：O．1956

　　　　＝4．35　　：　　3　　　：5．94　　：2．25

　裁に二憤元素及水分の過大値を考慮に入れ広いとすれば英の比は略近的に次の値とな

る。
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　　　　RIIO：R111303：（Si，Ti〕O晶：H20

　　　　…≡＝4：3：6：2

　英の結果4R”O：3R】平。O。：6（Si，Ti〕Oパ・2H里O

　　　　　　＝4｛Ca，Fe，Mg，Mn）：3（A1，Fe，Ce，・・…・〕，03：6（Si，Ti）Oパ2H20

　本銭物は41Ca，Fe，Mg，Mn〕：3（A1，Fe，Ce，・・・…）里Oぺ6（Si，Ti〕O里：2H．0た．る化學

組成に恰當する結果となる。

　嘗てN．正㎎strδm氏は】。5ケ所の産地の褐簾石の分析結果から次の二式を提唱して居

る。

　　　　2（2RO，Si02）：3RIII203：4SiO，l　H20・・・…　1）

　　　　2｛2R0，SiO，〕＝3RIII里03：4Si02：2H20＿＿2）

　上式は更に次の如き式に書直すことが出來る。

　　　　4RO，3R里O冊6§i02‘H壬O一＿．1）

　　　　4RO，3R，O畠，6Si02，2H20…＿2）

　本來褐廃石にこの二式で示す様な組成物のものが原成物として存在するか否かは疑問

であって，一般に，1）式は新鮮底褐廃石の組戒を表し，2）式はH．Oが多いが，それは

風化に依るものと者へられてゐた。

　元來褐盤石は珪酸盟鏡物であるが，風化し易い銭物で．しばしば英の表面は黄褐色の

褐鐵鍍様の風化生成物の度殻を被ってゐる。風化すれば一般の結果として，Ca，稀土元

素及ぴSiOさが減少し，Fe．O。及びH．Oを増するものであることは風化物の分析結果

に即合して明かであ瓦合本銭物の化學組成を見ると，。N・耳㎎strδmの2）式に合致し

てみて，且本分析試料が幾分風化を受けたものであった事を考へ合ぜれば，本銭物の分

析値が一般の褐廃石に比較して成分の相違する事も説明出來ると者へられる。


